
         

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

４月５日（金）、一関市教育委員会教育長 時枝直樹 様をはじめ、多くのご来賓の皆様、そして保

護者の方々のご臨席のもと、令和６年度桜町中学校入学式が挙行され、９０名の１年生が入学しまし

た。真新しい制服に身を包み、緊張しながら式に臨んでいる姿に、新入生の皆さんの初々しさとやる

気を感じました。 

私は、式辞の中で、中学時代は人間として大きく成長する時期であり、そのために次のことを意識

して生活してほしいと話しました。それは「明確な目標を持つ」「挑戦する勇気を持つ」「思いやりの

心を持つ」の三つです。先輩方とともに、桜中生としての自覚と誇りを持って、充実した中学校生活

を送ってほしいと思います。 

また、式では生徒を代表して青木寧々さんが歓迎の言葉を述べました。「学習面では授業ごとに先

生が変わり家庭学習も大切になること」「部活動は仲間と協力して目標に向かって努力することが大

切であり、精神力や将来に役立つ力を鍛えることができること」「合唱の桜中と呼ばれるほど合唱が

盛んで仲間と協力して自分たちらしい合唱を創り上げてほしいこと」、また「三年間という限られた

時間の中で様々なことに挑戦してほしいこと」などを伝え、新入生にエールを送りました。 

                                  

時枝直樹一関市教育長の告示を 

緊張しながら真剣に聞く新入生 

 

 

 

 

 

 

 

 

誓いの言葉を述べる真那さん 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

                                            

入学おめでとうございます！ 

全校２７３名の力を結集させよう！ 
新入生を迎え、令和６年度の桜町中学校がスタート 

   めざす生徒像 

思慮深く創造性のある生徒 

心豊かで思いやりのある生徒 

健康で明るく気力のある生徒 

規律を重んじ協力して実践する生徒 
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（文責：校長 勝部） 

 新入生代表「誓いの言葉」上野真那さん 

････（昨年度、新型コロナ感染症が５類に移行してから、運

動会やあいさつ運動、創立１５０周年に関わるドローン撮

影、学校公開、式典での合唱の頑張りなど、最高学年として

全校児童を引っ張ってきたことについて触れた後）････ 

これから始まる中学校生活では、新しい教科も増え、より

専門的な学習となります。自宅での予習を頑張り、授業後は

復習するという習慣を身に付けたいです。 

また、自分たちの新しい可能性にチャレンジできる部活動

では、コロナ禍であまり関わることができなかった先輩方と

一緒に活動することがとても楽しみです。 

 一方で、大きな環境の変化や、勉強と部活動の両立などの

不安もあり、悩んだり立ち止まったりしてしまうこともある

かもしれません。それでも私たちは明るく強い心をもち、み

んなで支え合いながら乗り越えていきたいと思っています。

校長先生をはじめ諸先生方、そして先輩方、ご指導よろしく

お願いします。 

新入生一同、それぞれの目標に向かって、充実した三年間

の中学校生活を送れるように、日々努力を積み重ねていくこ

とを誓います。 


